
ミニガイド報告 

                                             記:Ｔ  

○ 森のフシギさがし 

 

１．日時：２０２２．４．１０（日）  １０：００～１２：００              天気 晴れ 

２．リーダー：Ｔ                       ききみみメンバー：Ｋ 

３．参加者数：大人 ６名  子供 ９名                    対象者：4歳以上 

４．ねらい：春の森を散策し、不思議だなと思われる植物や昆虫などを見つけ、どうしてこうなるのかなど考え

てもらう。 

５．活動場所：ネイチャーセンター～管理道～水飲み広場～駐車場～水飲み広場 

６．活動内容：樹木の芽吹きや花や葉の違いに目を向けながら観察し、不思議だなと思われるものの特性などに

ついて理解してもらう。 

 

時間・場所       内            容 

１０：００ 

センター 

ベランダ 

 

管理道 

 

 

 

 

 

１０：４０ 

水飲み広場 

 

 

駐車場 

 

 

 

水飲み広場 

 

１２：００ 

・挨拶、自己紹介 

・五感カードや資料（蔓）を提示しながら観察の仕方について話す。 

・虫メガネとルーペ（大人用）の扱い方を説明する。 

・用意した匂いのするもの（クスノキの葉）を嗅ぐ。後で同じ特徴を持った葉の木を探す。 

・クスノキ・・・落葉と若葉の展開、樟脳の香り、巨樹、ダニ部屋などに気付く。 

・アラカシの実生・・・親木を探す。（葉の鋸歯や手触り） 

・ヒイラギの若葉・・・常緑で成長した葉に似ているが、痛くない。 

・オオバヤシャブシの雄花・・・親木を探す。雄花を虫メガネやルーペで観察。 

・レンギョウ・・・花冠は4深裂し、ヤマザクラのように花弁は散らない。 

・ヒサカキ・・・雄花と雌花の違いを見つける。においを嗅ぐ。 

・若葉を探す。 

ガマズミ、イロハモミジ（若葉・雄花と両性花）、ヤマザクラ（幹からも出ている。） 

ガマズミの写真資料で、花や果実を説明。 

・ダンゴムシsp.とクロオオアリの集団を子供たちが見つけたので、しばらく観察した。 

・カイヅカイブキ・・・鱗片葉と針葉の2形を探す。枝を切った後に針葉がよく現れる。 

・タブノキ・・・新芽の数を数える。同じ葉っぱのタブノキを探す。 

違うタブノキの繁みに黒い羽を親子が発見。カラスsp.の羽のようだ。 

・階段の脇道でゼンマイの新芽が何本か伸びていたので、皆で観察した。（若葉・褐色の綿毛） 

・実体顕微鏡で観察・・・タブノキの混芽 

・振り返りとまとめ 

・次回ミニガイド5月8日の案内、アンケート依頼 

 


